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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡く

ださい。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 

本製品の保証期間は、ご購入日より 1 ヶ年とさせていただきます。 
 
「保証範囲」 
 

保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側にお

いて機器の修理または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除

外させていただきます。 
 
1. 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
2. 故障の原因が納入者以外の事由に場合 
3. 外装部品の損傷 
4. 需要者側で改造・修理を行った場合 
5. 天災地変による場合 
 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の

故障により誘発される損害はご容赦いただきます。 
 

「修理」 
 

修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行

いません。 
 
「電波障害自主規制について」 
 

本装置は米国通信規制「FCC 第 15 条補足 J」による計算機器制約条件

に適合しております。商業環境での使用において妥当な保護措置がな

されています。しかし、住宅地域でのご使用は妨害（ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどの

受信障害）が起こることがあります。 
 
「その他」 
 

納入品の価格にはｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
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お取扱上のご注意 
 
 

 
 

 本製品を使用する前に必ず、取扱説明書をお読みください。 
 本製品の分解や改造はしないでください。 
 本製品の取り付け／取り外しをするときは、本製品及びﾊﾟ

ｿｺﾝ･周辺機器の電源ｽｲｯﾁを切り、電源ﾌﾟﾗｸﾞを AC ｺﾝｾﾝﾄか

ら抜いて下さい。 
 本製品を接続する機器（ﾊﾟｿｺﾝなど）は、必ずｱｰｽ接地して

ください。 
 

 
 

 電源ｹｰﾌﾞﾙが AC ｺﾝｾﾝﾄに接続されているときには、濡れた

手で本製品に触らないでください。 
 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近

な金属（ﾄﾞｱﾉﾌﾞやｱﾙﾐｻｯｼなど）に手を触れて、身体の静電

気を取り除くようにしてください。 
 次の場所への保管・設置は避けてください。 

 
◆ 静電気が発生するところ 
◆ 振動が発生するところ 
◆ 温度・湿度が仕様環境を超えるところ 
◆ 直射日光が当たるところ 
◆ 火気の周辺、または熱気のこもるところ 
◆ 漏電の危険があるところ 
◆ 漏水の危険があるところ 
 

 規格外品質のﾊﾞｰｺｰﾄﾞは読取不良や誤読の原因となります

ので、ご注意ください。 
 ｼﾝﾅｰやﾍﾞﾝｼﾞﾝで本装置を拭かないでください。 
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1. はじめに 
 
この度は、弊社 TTP-243/342 ｼﾘｰｽﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌﾟﾘﾝﾀ(以下、TTP ｼﾘｰｽﾞ)をご購入い
ただきまして誠にありがとうございます。 
 
下記に TTP ｼﾘｰｽﾞの特徴を列挙します。 
 
� ﾛｰｺｽﾄでありながら、感熱式印字と熱転写式印字の両方に対応。 
� 連続紙、ﾗﾍﾞﾙ、ﾀｸﾞなど幅広いﾒﾃﾞｨｱに対応。 
� 5 種類の英数字ﾌｫﾝﾄ、各種ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄを内蔵。4 方向の回転や
拡大印字にも対応します。また、日本語ﾌｫﾝﾄｵﾌﾟｼｮﾝもあります。 

� WINDOWS版ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾌﾄ LabelViewを標準添付。ﾋﾞｼﾞｭｱﾙに
ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝができるだけでなく、TTP ｼﾘｰｽﾞをｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ環境で
運用する際のﾗﾍﾞﾙﾌｫｰﾑ登録も簡単に行えます。 

� BASIC ﾗｲｸなﾌﾟﾘﾝﾀ言語 TSPLをｻﾎﾟｰﾄ。算術演算、ﾙｰﾌﾟ処理、条
件分岐など、ﾕｰｻﾞｰ独自のﾌﾚｷｼﾌﾞﾙでかつ効果的なﾌﾟﾘﾝﾀ制御ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑを作成することが可能です。 
 
この説明書は、本装置の基本的な使用方法について説明しております。 
ご使用になられる前に必ずお読みください。 
 
 
1.1 ご使用上の注意 
 
本装置は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでくださ

い。本装置が万一故障した場合は、弊社又はお買い上げの販売店までご連絡く

ださい。 
 
 
1.2 EMC規格 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞは、以下の規格に準拠しています。 
 

CE, FCC, UL, CUL, TÜV-GS, CNS 
 
 

 1.1 
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1.3 保証に関して 
 
弊社では、製品出荷日より一定期間の保証期間を設けています。 
各部品の保証期間は下記の通りです。 
 
� ﾌﾟﾘﾝﾀ本体  製品出荷日より 6ヶ月 

(但し、下記のﾊﾟｰﾂは除く) 
� ｻｰﾏﾙﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞ 製品出荷日より 3ヶ月又は 30Km印字 

  (何れか早いほう) 
� ﾛｰﾀﾘｶｯﾀ  製品出荷日より 3ヶ月 

 
尚、ﾗﾍﾞﾙやﾘﾎﾞﾝなどの消耗品に関しては保証対象外となります。また、お客様

の不当な取り扱いや天災地変による場合などは、保証対象から除外させていた

だきます。詳しくは、本書巻頭の「製品保証と注意事項」をお読みください。 
 
 
1.4 梱包内容の確認 
 
本装置の梱包内容は、下記のようになっています。ご確認の上、万一不足、破

損品がありましたら、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
（梱包内容） 
 
� TTP ｼﾘｰｽﾞ本体 ---------------------------------------------------1台 
� ｻﾝﾌﾟﾙﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ -----------------------------------------------------1本 (*) 
� ｻﾝﾌﾟﾙﾜｯｸｽﾘﾎﾞﾝ----------------------------------------------------1本 (*) 
� ﾘﾎﾞﾝ巻取ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ -----------------------------------------------1本 
� ﾘﾎﾞﾝ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ & 巻取ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ---------------------------1対 
� ﾗﾍﾞﾙ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ-------------------------------------------------1本 
� 外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞ&ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ ----------------------------------1対 (*) 
� AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ---------------------------------------------------------1個 
� AC電源ｺｰﾄﾞ ------------------------------------------------------1本 
� ｾﾝﾄﾛﾆｸｽｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ用ﾌﾟﾘﾝﾀｹｰﾌﾞﾙ ------------------------------1本 (*) 
� CD ﾃﾞｨｽｸ(ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾌﾄ & WINDOWS ﾄﾞﾗｲﾊﾞ)-------1枚 
� 取扱説明書（本書） --------------------------------------------1冊 
 
(*) TTP-234Eには付属しません。 

 
その他、ｵﾌﾟｼｮﾝをご注文された場合は、下記の製品が同梱又は別梱包にて発送

されます。 
 
� ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ 
� ﾘﾎﾞﾝ 
� ﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾘｯｼﾞ 
� ﾛｰﾀﾘｶｯﾀｰ (TTP-243Eはｵﾌﾟｼｮﾝ設定無し) 
� ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ稼動対応ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ (KP-200) 

 
梱包箱は、修理などで製品を返送する場合、輸送時の損傷を避けるために必要

となります。大切に保管してください。 

1.2 
Copyright © 2002 



  
 TTP-243 and TTP-342 Series 

1.5 各部名称 
 

 

図 1 概観 

 
1. ｶﾊﾞｰﾘﾘｰｽﾎﾞﾀﾝ 
2. 電源(PWR.), ｵﾝﾗｲﾝ(ON-LINE), ｴﾗｰ(ERR.) LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
3. ﾎﾟｰｽﾞ(PAUSE)ﾎﾞﾀﾝ 
4. ﾌｨｰﾄﾞ(FEED)ﾎﾞﾀﾝ 
5. ﾗﾍﾞﾙ排紙口 
6. ﾗﾍﾞﾙ台紙排紙口  

 1.3 
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図 2 ﾌﾟﾘﾝﾀ内部 

 
1. ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰ(ｶﾊﾞｰを開けた状態) 
2. ﾗﾍﾞﾙ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ 
3. ﾗﾍﾞﾙ固定ｶﾞｲﾄﾞ 
4. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞ(ﾘﾎﾞﾝﾒｶﾆｽﾞﾑ) 
5. ﾘﾎﾞﾝ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ 
6. ﾘﾎﾞﾝ巻取ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ 
7. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞ･ﾘﾘｰｽﾚﾊﾞｰ 
8. ﾗﾍﾞﾙ台紙排紙口 
9. 脱着式ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ 
10. ﾎﾟｰｽﾞ(PAUSE)ﾎﾞﾀﾝ 
11. 電源(PWR.), ｵﾝﾗｲﾝ(ON-LINE), ｴﾗｰ(ERR.) LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
12. ﾌｨｰﾄﾞ(FEED)ﾎﾞﾀﾝ 
13. ﾋﾟｰﾙｵﾌｾﾝｻｰ 
14. ﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾘｯｼﾞｽﾛｯﾄ(ｶﾊﾞｰを閉じた状態) 

1.4 
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図 3 ｺﾈｸﾀ部 

 
1. 電源ｽｲｯﾁ 
2. 電源ｺﾈｸﾀ 
3. RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｺﾈｸﾀ(DB9 ﾒｽｺﾈｸﾀ) 
4. ｾﾝﾄﾛﾆｸｽｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｺﾈｸﾀ 
5. ﾗﾍﾞﾙ挿入口(外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞ使用時) 

 
下記に外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞの概観を示します。 
 

 

図 4 外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞ 
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1.6 ﾎﾞﾀﾝとｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞは幾つかのﾎﾞﾀﾝとｵﾍﾟﾚｰﾀに動作状態を知らせるための LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰ
ﾀを装備しています。 
ﾎﾞﾀﾝと LEDの意味については、下記を参照下さい。 
 
PWR.(電源) LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
電源が投入されると、この LEDが緑色に点灯します。 
 
ON-LINE(ｵﾝﾗｲﾝ) LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
ﾌﾟﾘﾝﾀが印刷可能状態になると、この LEDが緑色に点灯します。 
また、ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝが押されると、緑色に点滅しﾎﾟｰｽﾞ状態であることをｵﾍﾟﾚｰﾀ

に知らせます。 
 
ERR.(ｴﾗｰ) LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ 
ﾌﾟﾘﾝﾀでﾒﾓﾘｴﾗｰやｼﾝﾀｯｸｽｴﾗｰなどが発生すると、このLEDが赤色に点灯します。 
 
PAUSE(ﾎﾟｰｽﾞ) ﾎﾞﾀﾝ 
ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを押すことでｵﾍﾟﾚｰﾀは印刷処理を中断することができます。ﾎﾟｰｽﾞ

状態で再度、ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを押すと印刷処理を再開します。 
(1)最初にﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾌﾟﾘﾝﾀは印字途中のﾗﾍﾞﾙを印刷した後、印刷処理
を中断します。(2)印刷処理中断中は、ﾌﾟﾘﾝﾀは全ﾃﾞｰﾀをﾒﾓﾘしたままｵﾝﾗｲﾝ LED
が点滅させます。この間にｵﾍﾟﾚｰﾀは、ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙやﾘﾎﾞﾝの交換を行うことができ

ます。(3)再度ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾌﾟﾘﾝﾀ印刷処理は再開します。 
 

 
ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを 3秒間以上押し続けると、ﾌﾟﾘﾝﾀは強制的にﾘｾｯﾄされ、先の印刷ｼﾞ
ｮﾌﾞでﾒﾓﾘしていたﾃﾞｰﾀは全て消失します。 
 
FEED(ﾌｨｰﾄﾞ) ﾎﾞﾀﾝ 
ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、紙を 1 ﾗﾍﾞﾙ分ﾌｨｰﾄﾞすることができます。 
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2. ﾌﾟﾘﾝﾀを準備する 
 
 
2.1 ﾌﾟﾘﾝﾀを配線する 
 

1. 平らな場所にﾌﾟﾘﾝﾀを設置します。 
2. 電源ｽｲｯﾁがｵﾌになっていることを確認します。 
3. 付属のｾﾝﾄﾛﾆｸｽｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ又はRS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ(ｵﾌﾟｼｮ
ﾝ)を使って、PCとﾌﾟﾘﾝﾀを接続します。 

4. DC ｼﾞｬｯｸをﾌﾟﾘﾝﾀ背面の DC ｺﾈｸﾀに差込み、AC ｺｰﾄﾞを AC ｱﾀﾞﾌﾟ
ﾀにしっかり差し込んだ後、AC ｺｰﾄﾞをｱｰｽが確立されたｺﾝｾﾝﾄに
差し込みます。 

 
 
2.2 ﾗﾍﾞﾙの取付 
 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを開けます。 
2. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞ･ﾘﾘｰｽﾚﾊﾞｰを手前に引き、ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞを開けます。 
3. ﾗﾍﾞﾙをﾗﾍﾞﾙ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙに差込み、ﾗﾍﾞﾙ固定ｶﾞｲﾄﾞを取付ます。 
4. ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙｶﾞｲﾄﾞにﾗﾍﾞﾙを取付、ﾗﾍﾞﾙをﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞの下を通して、
ﾌﾟﾗﾃﾝが隠れるところまで、引き出します。 

5. ﾍﾟｰﾊﾟｰｶﾞｲﾄﾞをﾗﾍﾞﾙ幅に合わせます。 
6. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞを閉じます。両ｻｲﾄﾞのﾛｯｸがしっかりとかかるように
してください。 

7. ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを閉じ、ｵﾝﾗｲﾝ LEDが緑色に点灯するまで、ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀ
ﾝを 3~4回押します。 

8. ﾘﾎﾞﾝやﾗﾍﾞﾙが無い場合は、ｵﾝﾗｲﾝ LEDは点灯せず、ｴﾗｰ LEDが赤
色に点滅します。この場合は、ﾌﾟﾘﾝﾀの電源を落とさずに、ﾘﾎﾞﾝ

又はﾗﾍﾞﾙの交換を行い、先と同様にｵﾝﾗｲﾝ LEDが緑色に点灯する
まで、ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを 3~4回押します。これにより、印刷途中でも
ﾃﾞｰﾀを失うこと無く、そのまま印刷処理を再開することが可能に

なります。 
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図 5 ﾗﾍﾞﾙをｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙｶﾞｲﾄﾞに取付 

1. ﾗﾍﾞﾙ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ 
2. ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙｶﾞｲﾄﾞ 
3. ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ 
4. ﾗﾍﾞﾙ固定ｶﾞｲﾄﾞ 
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図 6 ﾍﾟｰﾊﾟｰｶﾞｲﾄﾞをﾗﾍﾞﾙ幅に調整 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞ･ﾘﾘｰｽﾚﾊﾞｰ 
2. ﾌﾟﾗﾃﾝ 
3. ﾗﾍﾞﾙ 
4. ﾍﾟｰﾊﾟｰｶﾞｲﾄﾞ 
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2.3 ｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能（自動剥離機能） 
 
ｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能を使う場合は、下記の手順に従ってください。 
 

1. ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙを取り外します。 
2. ﾗﾍﾞﾙ 3~4 枚（ﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞによって適度な枚数）をはがし、図 7 に
示すように、ﾗﾍﾞﾙ台紙をﾌﾟﾗﾃﾝとｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾗｰの間に通します。 

3. ﾗﾍﾞﾙ台紙を図 8に示すように、ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙのﾗﾍﾞﾙ台紙排紙口から引
き出します。 

4. ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙを元の位置にｾｯﾄすれば、準備完了です。 
 

 

図 7 ｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能用にﾗﾍﾞﾙを取付 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞ･ﾘﾘｰｽﾚﾊﾞｰ 
2. ﾌﾟﾗﾃﾝ 
3. ｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾗｰ 
4. ﾗﾍﾞﾙ台紙 

 

 
1. ｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能を使う場合は、印刷速度を 2 ｲﾝﾁ/秒 (TTP-342は 1.5 ｲﾝﾁ

/秒)でご使用ください。 
2. ﾍﾟｰﾊﾟｰｼﾞｬﾑや故障の原因となりますので、ｺﾏﾝﾄﾞ, ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ, ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿ
ﾌﾄで必ずｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能を必ずｵﾝにしてご使用ください。 
 
 ｺﾏﾝﾄﾞ例) SET PEEL ON 
 

3. TTP-243Eではｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能はご使用になれません。 
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図 8 ﾗﾍﾞﾙ台紙排紙 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞ･ﾘﾘｰｽﾚﾊﾞｰ 
2. ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ 
3. ﾗﾍﾞﾙ台紙排紙口 
4. ﾗﾍﾞﾙ台紙 
5. ﾗﾍﾞﾙ 

 

 
1. ｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能を使う場合は、印刷速度を 2 ｲﾝﾁ/秒 (TTP-342は 1.5 ｲﾝﾁ

/秒)でご使用ください。 
2. ﾍﾟｰﾊﾟｰｼﾞｬﾑや故障の原因となりますので、ｺﾏﾝﾄﾞ, ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ, ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿ
ﾌﾄで必ずｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能を必ずｵﾝにしてご使用ください。 
 
 ｺﾏﾝﾄﾞ例) SET PEEL ON 
 

3. TTP-243Eではｾﾙﾌﾋﾟｰﾘﾝｸﾞ機能はご使用になれません。 
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2.4 ﾘﾎﾞﾝの取付 
 

1. ﾘﾎﾞﾝ巻取ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙに空のﾍﾟｰﾊﾟｺｱを取付ます。 
2. ﾘﾎﾞﾝ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙに新しいﾘﾎﾞﾝを取付ます。 
3. ｼｰﾙのついたﾘﾎﾞﾝの先端ﾌｨﾙﾑ部分をﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ側に引き出し、ﾌﾟﾘﾝﾀ
ｷｬﾘｯｼﾞの下を通して、ﾘﾎﾞﾝ巻取用のﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱに貼り付けます。 

4. ﾘﾎﾞﾝ巻取ﾛｰﾗｰを回転させて、ﾘﾎﾞﾝの黒色部分でしっかりと巻取部
が固定されるようにします。 

5. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞを閉じます。両ｻｲﾄﾞのﾛｯｸがしっかりとかかるように
してください。 

6. ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを閉じ、ｵﾝﾗｲﾝ LEDが緑色に点灯するまで、ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀ
ﾝを押します。 

 

 

図 9 ﾘﾎﾞﾝの取付 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀｷｬﾘｯｼﾞ･ﾘﾘｰｽﾚﾊﾞｰ 
2. ﾘﾎﾞﾝ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ 
3. ﾘﾎﾞﾝ巻取ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ 
4. ﾘﾎﾞﾝ 

 

2.6 
Copyright © 2002 



  
 TTP-243 and TTP-342 Series 

 

 

図 10 ﾗﾍﾞﾙとﾘﾎﾞﾝの取付 

 

 2.7 
 Copyright © 2002 



 
TTP-243 and TTP-342 Series 

2.5 外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞの取付 
 

 

図 11 外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞを使ったﾗﾍﾞﾙの取付 

1. 外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞ 
2. ﾗﾍﾞﾙ供給ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙ 
3. 外付ﾗﾍﾞﾙ挿入口 
4. ﾗﾍﾞﾙ固定ｶﾞｲﾄ 
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2.6 ﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾞﾘｯｼﾞの取付 
 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌにし、ﾌﾟﾘﾝﾀｶﾊﾞｰを開けます。 
2. ｶｰﾄﾘｯｼﾞｶｰﾊﾞｰを取り外します。 
3. ﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾘｯｼﾞを差し込みます。向きを間違わないように注意して
差し込んでください。 

4. ｶｰﾄﾘｯｼﾞｶﾊﾞｰを元に戻して、ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾝにします。 
 

 

図 12 ﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾘｯｼﾞ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)の取付 

1. ﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾘｯｼﾞ 
2. ｶｰﾄﾘｯｼﾞｶﾊﾞｰ 
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2.7 ｾﾙﾌﾃｽﾄ 
 
ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押しながらﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾝにすると、ｾﾙﾌﾃｽﾄが実行されます。 
ﾌﾟﾘﾝﾀはﾗﾍﾞﾙ長の検出を行い、7 ｲﾝﾁ(約 18cm)以内にｷﾞｬｯﾌﾟが検出できない場合、
ｾｯﾄされているﾒﾃﾞｨｱが連続紙であると判断します。 
ｾﾙﾌﾃｽﾄでは、下記の項目がﾁｪｯｸされ、結果がﾒﾃﾞｨｱに印字されます。 
 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀ型式とﾌｧｰﾑｳｪｱﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
2. ﾏｲﾚｰｼﾞ(E ｼﾘｰｽﾞは無し) 
3. ﾌﾗｯｼｭ回数(E ｼﾘｰｽﾞは無し) 
4. ﾁｪｯｸｻﾑ 
5. ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ設定値 
6. ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ設定値 
7. ｶﾝﾄﾘｰｺｰﾄﾞ設定値 
8. 印刷速度設定値 
9. 印刷濃度設定値 
10. ﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞ設定値 
11. ｷﾞｬﾌﾟ(ﾌﾞﾗｯｸﾗｲﾝ)幅とｵﾌｾｯﾄ設定値 
12. ﾗﾍﾞﾙ台紙の透過値 
13. ﾌｧｲﾙﾘｽﾄ 
14. ﾒﾓﾘ容量 

 
ｾﾙﾌﾃｽﾄが終了すると、ﾌﾟﾘﾝﾀはﾀﾞﾝﾌﾟﾓｰﾄﾞに入ります。通常の動作ﾓｰﾄﾞに戻した

い場合は、一度ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌにしてから、再度電源をｵﾝにします。 
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2.8 ﾀﾞﾝﾌﾟﾓｰﾄﾞ 
 
ﾌﾟﾘﾝﾀはｾﾙﾌﾃｽﾄが終了すると、ﾀﾞﾝﾌﾟﾓｰﾄﾞに入ります。このﾓｰﾄﾞでは、ﾎｽﾄから

ﾌﾟﾘﾝﾀに送られたﾃﾞｰﾀを全て下記に示すように ASCII/HEXにて印字します。 
ﾀﾞﾝﾌﾟﾓｰﾄﾞはﾎｽﾄから送信されるﾌﾟﾘﾝﾀｺﾏﾝﾄﾞの検証やﾌﾟﾘﾝﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾃﾞﾊﾞｯｸな

どに利用できます。 
 
通常の動作ﾓｰﾄﾞに戻したい場合は、一度ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌにしてから、再度電

源をｵﾝにします。 
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3. TTP ｼﾘｰｽﾞを使う 
 
 
3.1 ﾊﾟﾜｰｵﾝﾕﾃｨﾘﾃｨ 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞにはﾊｰﾄﾞｳｪｱﾃｽﾄ及び設定を行うための 3種類のﾊﾟﾜｰｵﾝﾕﾃｨﾘﾃｨが用意
されています。ﾊﾟﾜｰｵﾝﾕﾃｨﾘﾃｨは、ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝ又はﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを押しながら、電源

をｵﾝにすることで実行できます。 
 
 
3.1.1 ｾﾙﾌﾃｽﾄﾕﾃｨﾘﾃｨ 
 
ﾗﾍﾞﾙが正しく取り付けられている状態で、ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押しながらﾌﾟﾘﾝﾀの電源

をｵﾝにします。ﾌﾟﾘﾝﾀがﾗﾍﾞﾙﾌｨｰﾄﾞを開始するまでﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押し続けます。 
ｾﾙﾌﾃｽﾄﾕﾃｨﾘﾃｨでは、以下の項目が実行されます。 
 

1. ﾗﾍﾞﾙﾋﾟｯﾁの調整 
2. ﾌﾟﾘﾝﾄﾍｯﾄﾞﾁｪｯｸﾊﾟﾀｰﾝの印刷 
3. 内部設定値の印刷 
4. ﾀﾞﾝﾌﾟﾓｰﾄﾞ 

 
詳しくは、｢2.7 ｾﾙﾌﾃｽﾄ｣及び｢2.8 ﾀﾞﾝﾌﾟﾓｰﾄﾞ｣を参照ください。 
 
 
3.1.2 ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻｰ調整ﾕﾃｨﾘﾃｨ 
 
このﾕﾃｨﾘﾃｨはｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝﾀｰの感度調整に使用します。ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻｰの調整は、主に

以下の条件に当てはまる時に必要となります。 
 

1. ﾒﾃﾞｨｱﾀｲﾌﾟ(ﾗﾍﾞﾙ/ﾘﾎﾞﾝ)が変更された場合 
2. ﾌﾟﾘﾝﾀを初期化した場合 

 
 

 
ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝﾀｰ調整が正しく行われていない場合、ｴﾗｰ LEDが赤色に点滅します。 
 
 
下記の手順に従って、ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻｰ調整を行ってください。 
 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌにし、何も印字されていないﾗﾍﾞﾙ(ﾛｺﾞや文字が
印刷されていないﾗﾍﾞﾙ)を取付ます。 

2. ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを押しながら、ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾝにします。 
3. ﾌﾟﾘﾝﾀがﾗﾍﾞﾙﾌｨｰﾄﾞを開始することを確認してから、ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝを
離します。ﾌﾟﾘﾝﾀが動作を停止し、電源 LEDとｵﾝﾗｲﾝ LEDの 2つ
が緑色に点灯する迄、電源をｵﾌにしてはいけません。 
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3.1.3 ﾌﾟﾘﾝﾀ初期化ﾕﾃｨﾘﾃｨ 
 
ﾌﾟﾘﾝﾀの初期化を行うと、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされているﾌｧｲﾙは全て消去され、全てのﾊﾟ

ﾗﾒｰﾀ設定は、下記に示すﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値にﾘｾｯﾄされます。 
 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値 
ﾏｲﾚｰｼﾞ (*) 自動 
ﾌﾗｯｼｭ回数 (*) 自動 
ﾁｪｯｸｻﾑ 自動 
ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄ 9600､N,8,1 
ｺｰﾄﾞﾍﾟｰｼﾞ 437(8 ﾋﾞｯﾄ), USA(7 ﾋﾞｯﾄ)
ｶﾝﾄﾘｺｰﾄﾞ 001 
印字速度 2 ｲﾝﾁ/秒 
濃度 09 
ｻｲｽﾞ 4 ｲﾝﾁ, 2.5 ｲﾝﾁ 
ｷﾞｬｯﾌﾟ(ﾌﾞﾗｯｸﾗｲﾝ) 0.12 ｲﾝﾁ, 0 ｲﾝﾁ 
透過値 05, 05, 05 

(*)  E ｼﾘｰｽﾞはｻﾎﾟｰﾄしていません。 
 
 
下記の手順に従って、ﾌﾟﾘﾝﾀの初期化を行ってください。 
 

1. ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌにします。 
2. ﾎﾟｰｽﾞﾎﾞﾀﾝとﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押しながら、ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾝにします。 
3. 3 つの LED が点滅を開始することを確認してから、ﾎﾞﾀﾝを離し
ます。 

 

 
1. 感熱式／熱転写式の切り替えは、電源ｵﾝ時にﾌﾟﾘﾝﾀが自動的に行います。 
2. ﾌﾟﾘﾝﾀの初期化を行った場合は、再度 ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻｰ調整を行ってください。 
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3.2 ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞはｴﾗｰが発生すると以下のｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞを出力します。 
 
Syntax Error 
� ｺﾏﾝﾄﾞの書式に誤りがあります。 
� ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄの設定に誤りがあります。 

 
Out of Range 
� 数字入力値が処理範囲を超えています。 
� 文字列長が処理範囲を超えています。 
� 文字列ｻｲｽﾞ又はﾊﾞｰｺｰﾄﾞｻｲｽﾞがﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞを超えています。 

 
Download Error 
� ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄに誤りがあります。 
� ﾌｧｲﾙを保存する十分なﾒﾓﾘがありません。 

 
Stack Overflow 
� 算術演算式が複雑過ぎます。単純化するため、式を複数に分割し
てください。 

� ﾙｰﾁﾝのﾈｽﾄ構造が深すぎます。 
 
Memory Error 
� 定義されている変数が多すぎます。 

 
RS-232 Error 
� ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄの設定に誤りがあります。 

 
File not Found 
� 指定のﾌｧｲﾙをｵｰﾌﾟﾝできません。 

 
Type Mismatch 
� 変数ﾀｲﾌﾟが合っていません。 
�  

Gap not Found 
� ﾗﾍﾞﾙｷﾞｬｯﾌﾟが検出できません。ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻｰ調整を行ってください。 
�  

Clock Access Error 
� ﾘｱﾙﾀｲﾑｸﾛｯｸへ読み書きできません。 

 
 

 
ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ出力を行う場合は、SET DEBUG ｺﾏﾝﾄﾞで設定を行う必要があります。
詳しくは、CD-ROMの TSPL ﾌｫﾙﾀﾞにある｢TSPL ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ｣を参照くだ
さい。 
 

SET DEBUG OFF ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ出力をｵﾌにします。 
SET DEBUG LABEL ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞをﾗﾍﾞﾙに印字します。 
SET DEBUG RS232 ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞをｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄから出力します。 
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3.3 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞを運用する上で直面しやすい問題とその解決方法を示します。 
もし、問題が解決しない場合は、お近くの販売店又は弊社までご連絡をお願い

します。 
 
ﾘﾎﾞﾝを巻き取らない 
� 印刷方式の設定を確認してください。 

(SET RIBBON ON ｺﾏﾝﾄﾞ) 
�  
印刷品質が悪い 
� ﾌﾟﾘﾝﾀの印字濃度を調整してみてください。 
� ﾗﾍﾞﾙ材質とﾘﾎﾞﾝ種の相性は悪くないですか？ 
� ﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞのｸﾘｰﾝｸﾞを行ってください。 
� ﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞは消耗品です。交換時期ではありませんか？ 

 
電源 LEDが点灯しない 
� 電源ｺｰﾄﾞが正しく接続されているか確認してください。 

 
ｵﾝﾗｲﾝ LEDが点灯していない 
� ﾗﾍﾞﾙやﾘﾎﾞﾝが無くっていないか確認してください。 
� ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻｰが正しく調整されていない可能性があります。 
ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝﾀｰの再調整を行ってください。 

 
ｴﾗｰ LEDが点灯している 
� ｺﾏﾝﾄﾞの書式に誤りがないか確認してください。 
� ﾘﾎﾞﾝ巻取用のﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱがｾｯﾄされていない可能性があります。 
� ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄのﾎﾞｰﾚｰﾄ設定に誤りがないか確認してください。 
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4. ﾗﾍﾞﾙ印刷してみよう！ 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞは下記に示すﾗﾍﾞﾙ印刷方法に対応しています。 
 

� WINDOWS ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞを経由して印刷する 
本書｢4.1 WINDOWS ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞ｣を参照ください。 

� ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾌﾄ LabelView (ﾗﾍﾞﾙﾋﾞｭｰ)を使って印刷する 
本書｢4.2 ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾌﾄ LabelView｣を参照ください。 

� 専用ﾌﾟﾘﾝﾀ言語 TSPLを使って印刷する 
CD-ROMのTSPL ﾌｫﾙﾀﾞにある｢TSPL ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ｣を参
照ください。 

 
 
4.1 WINDOWS ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
 
4.1.1 ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙする 
 
下記の手順に従って、目的のﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。 
 

1. LabelView CDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに挿入すると、下記のｲﾝｽﾄｰﾙﾒﾆｭｰが表示
されます。 CD が自動再生されない場合は、 CD 中の
CDSETUP.EXEを実行してください。 

 
 

2. ｢Windows Driver｣を選択し、｢Install｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞ
ﾗｲﾊﾞのｾｯﾄｱｯﾌﾟが開始します。｢Next>｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして次へ進み
ます。 

 

 4.1 
 Copyright © 2002 



 
TTP-243 and TTP-342 Series 

3. ﾘｽﾄから目的のﾌﾟﾘﾝﾀを選択し、｢Next>｣ﾎﾞﾀﾝへｸﾘｯｸします。 
 

 
 

4. 最後にﾌﾟﾘﾝﾀが接続されているﾎﾟｰﾄを選択し、｢Finish｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯ
ｸします。 
 

 
 

5. ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙが始まり、ｲﾝｽﾄｰﾙが完了すると最初のｲﾝｽﾄ
ｰﾙﾒﾆｭｰに戻ります。ｲﾝｽﾄｰﾙ完了後、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの再起動を促すﾒｯｾｰ

ｼﾞが表示された場合は、それに従いｺﾝﾋﾟｭｰﾀを再起動します。 
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4.1.2 ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞを設定する 
 
ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨには幾つかの設定項目があります。本書では良く使用す

る項目を抜粋して説明します。ここで説明しない項目については、通常、ﾃﾞｨ

ﾌｫﾙﾄの状態でご使用ください。 
 
ﾗﾍﾞﾙを定義する 
ﾗﾍﾞﾙの定義はﾌﾟﾘﾝﾀﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨの Stocks ﾀﾌﾞで行います。 
 

 
 
 

既に定義されているﾗﾍﾞﾙ

の一覧が表示されます 

選択したﾗﾍﾞﾙ定義を削除

します。 

選択したﾗﾍﾞﾙ定義を変更

します。ｸﾘｯｸすると、次頁

の Define stock ﾀﾞｲｱﾛｸﾞに
移ります。 

ﾗﾍﾞﾙ定義を新規作成します。

ｸﾘｯｸすると、下記の Define
stock ﾀﾞｲｱﾛｸﾞに移ります。 

 

任意のﾗﾍﾞﾙ定義名を付け

ます。 

印刷濃度を設定します。値

が大きくなるほど濃度は

濃くなります。

印刷速度を設定します。 

ﾗﾍﾞﾙの高さを設定します。

ﾗﾍﾞﾙの幅を設定します。
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ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄを定義する 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄの定義はﾌﾟﾘﾝﾀﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨの Barcode Fonts ﾀﾌﾞで行います。 
 

 

 

既に定義されているﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞﾌｫﾝﾄの一覧が表示され

ます。 

選択したﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄ定義

を変更します。ｸﾘｯｸする

と、次の Define Barcode
Font ﾀﾞｲｱﾛｸﾞに移ります。

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄ定義を新規作成

します。ｸﾘｯｸすると、次の

Define Barcode Font ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
に移ります。

選択したﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄ定義

を削除します。 

 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの種類を選択

します。 任意のﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄ名を付

けます。 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの細ｴﾚﾒﾝﾄの基

準値を設定します。値

が小さいほど、高密度

なﾊﾞｰｺｰﾄﾞになります。

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの高さを設定します。

目視文字をﾊﾞｰｺｰﾄﾞの

下に印字する場合は、

Below に設定し、印字
しない場合は None に
設定します。 

ﾅﾛｰﾊﾞｰとﾜｲﾄﾞﾊﾞｰの比率(ﾚｼｵ)
を設定します。 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの印字方向(回転)
を設定します。 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄを自動的

に付加したい場合に選

択します。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種に

よっては、このｵﾌﾟｼｮﾝ

が有効になります。 
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4.1.3 ｻﾝﾌﾟﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞに添付されている CD-ROMには、ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞを経由してﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗ
ﾍﾞﾙを印刷するｻﾝﾌﾟﾙｻﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝが収録されていますので、ご参考ください。 
 
ここでは、MS-ACCESSを使った場合の例を簡単に示します。 
 
まず、ﾚﾎﾟｰﾄ機能で使用するﾌﾟﾘﾝﾀを TTP ｼﾘｰｽﾞに設定します。これで TTP ｼﾘｰ
ｽﾞのﾌﾟﾘﾝﾀﾌｫﾝﾄや定義済みﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄをｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝから使用できます。 
 

 
 
下記の示すように｢TSC xxx｣という名前のﾌﾟﾘﾝﾀﾌｫﾝﾄ及び定義済みﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝ
ﾄが利用できます。もちろん、MS-BARCODE ｺﾝﾄﾛｰﾙ等を使用して、ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
としてﾊﾞｰｺｰﾄﾞを印刷することも可能ですが、ﾌﾟﾘﾝﾀが持つﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄを利用

する方が、より確実に安定した品質のﾊﾞｰｺｰﾄﾞが作成できます。 
 

 
 

 
1. TSC1~5は TTP ｼﾘｰｽﾞが持つ英数字用ﾌﾟﾘﾝﾀﾌｫﾝﾄです。 
2. 作成したﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙはﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞによる読取検査を実施した上で、ご
使用ください。 

3. 一部のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝでは TTP ｼﾘｰｽﾞのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄが使用できない場合があ
りますので、ご注意ください。 
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4.2 ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾌﾄ LabelView 
 
4.2.1 LabelViewをｲﾝｽﾄｰﾙする 
 
下記の手順に従って、LabelViewをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。 
 

1. LabelView CDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに挿入すると、下記のｲﾝｽﾄｰﾙﾒﾆｭｰが表示
されます。 CD が自動再生されない場合は、 CD 中の
CDSETUP.EXEを実行してください。 
 

 
 

2. ｢LABELVIEW x.xx｣を選択し、｢ Install｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、
LabelViewのｾｯﾄｱｯﾌﾟが開始します。｢Next>｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして次へ
進みます。 
 

 
 

3. ﾗｲｾﾝｽに関する記述が表示されるので、了承いただける場合は、
｢Yes｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして次へ進んでください。 
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4. LabelView をｾｯﾄｱｯﾌﾟするﾌｫﾙﾀﾞを変更したい場合は、｢Browse｣
ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、任意のﾌｫﾙﾀﾞを指定します。通常は、そのまま

お進みください。 
 

 
 

5. ｢Typical｣, ｢Compact｣, ｢Custom｣の 3 つのｵﾌﾟｼｮﾝが表示されま
すが、必ず｢Typical｣を選択し、次に進んでください。 
 

 
 

6. 既定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｫﾙﾀﾞ名が表示されます。そのまま又は変更後に
｢Next>｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ｲﾝｽﾄｰﾙを開始します。 
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7. ｲﾝｽﾄｰﾙが終了すると、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの再起動を促すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され
ます。すぐに再起動する場合は｢Yes｣を、後で再起動したい場合
は｢No｣を選択して、｢Finish｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 
 

 
 

8. 続いて、｢ﾗﾍﾞﾙﾋﾞｭｰｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄﾌｧｲﾙ｣と書かれた CD-ROM を
CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞに挿入し、LV_UP ﾌｫﾙﾀﾞにある下記の 2 つのﾌｧ
ｲﾙで LabelView をｾｯﾄｱｯﾌﾟしたﾌｫﾙﾀﾞにある古いﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄ
します。 
 
  JPNJIS.STR 
  SHIFTJIS.STR 
  LV.EXE (最新ﾊﾟｯﾁがある場合のみ) 
 
LabelView をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄﾌｫﾙﾀﾞにｾｯﾄｱｯﾌﾟした場合は、下記の COPY
ｺﾏﾝﾄﾞをｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄから実行することで、ﾌｧｲﾙのｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄを行

うことができます。｢D｣は CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞです。 
 
> COPY D:¥LV_UP¥*.*  C:¥LVWIN70 
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4.2.2 初期設定 
 
ｾｯﾄｱｯﾌﾟが完了するとｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰとﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟに、｢LabelView 7.03XLT+｣というﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑｸﾞﾙｰﾌﾟﾌｫﾙﾀﾞが作成されます。そこから LabelView ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸして、ﾗﾍﾞ
ﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾌﾄ LabelViewを起動します。 
 

 
 
最初に LabelViewを起動すると、ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙを促すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示さ
れます。ご使用になるﾌﾟﾘﾝﾀを選択し、｢Install｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、目的のﾌﾟﾘ
ﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞがｲﾝｽﾄｰﾙされます。続けて複数のﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞをｲﾝｽﾄｰﾙすることも可

能です。また、既にｲﾝｽﾄｰﾙされているﾌﾟﾘﾝﾀを上段ﾘｽﾄから選択し、｢Connect｣
ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、接続ﾎﾟｰﾄの変更が行えます。 
同様に目的のﾌﾟﾘﾝﾀを選択した後、｢Remove｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることで、そのﾌﾟﾘ
ﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞを削除することができます。 
 

 
 

 
LabelView が使用するﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞは、通常の WINDOWS ﾌﾟﾘﾝﾀとは異なる
LabelView専用ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞとなります。ゆえに、この専用ﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞにはﾌﾟ
ﾛﾊﾟﾃｨなどはありません。ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを閲覧しようとすると、ｴﾗｰが発生しますの

で、ご注意ください。弊社ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌﾟﾘﾝﾀ用の LabelView7.03専用ﾄﾞﾗｲﾊﾞは全て、
｢TSC xxxx – (V)｣という形式の名前となります。 
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最初、LabelViewは英語表示となっています。本書では、日本語表示を前提と
して説明を行いますので、ここで日本語表示に切替えておきましょう。 
ﾒﾆｭｰから｢Options｣…｢Configuration｣を選択し、Configuration ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開き、
｢Display｣ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸします。 
 

 
 
 
 
｢Language｣を Japanese(Sh-JIS)に変更します。Japanese(JIS)に変更すると、
うまく日本語表示されませんので気をつけてください。 
 
続いて、｢Printing Options｣ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸし、｢Use Windows Print Manager｣を選
択します。 
 

 
 
最後に｢OK｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの再起動を促す下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示さ
れますので、ﾒｯｾｰｼﾞに従って、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを再起動させてください。 
 

 
 
以降、LabelViewは日本語表示ﾓｰﾄﾞで起動します。 
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4.2.3 ﾒﾆｭｰの説明 
 
【ﾌｧｲﾙ】 
 

 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【新規作成】 
新しいﾗﾍﾞﾙを作成します。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【開く】 
保存されているﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙ(*.LBL)をｵｰﾌﾟﾝします。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【ｲﾝﾀｰﾈｯﾄから開く】 
本ﾊﾞｰｼﾞｮﾝでは使用できません。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【閉じる】 
編集中のﾗﾍﾞﾙをｸﾛｰｽﾞします。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【削除】 
ﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙを削除します。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【保存】 
編集中のﾗﾍﾞﾙを上書き保存します。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【名前を付けて保存】 
編集中のﾗﾍﾞﾙを名前を付けて保存します。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【印刷】 
編集中のﾗﾍﾞﾙを印刷又は指定のﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙを印刷します。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【ﾃｽﾄ印刷】 
ﾃｽﾄ印刷を行います。 
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【ﾌｧｲﾙ】…【ﾌﾟﾘﾝﾀ選択】 
印刷に使うﾌﾟﾘﾝﾀを選択します。 
 

 
 
｢ｲﾝｽﾄｰﾙ｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、新しいﾌﾟﾘﾝﾀﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙも行えます。 
 

 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【ﾗﾍﾞﾙﾌｨｰﾄﾞ】 
1 ﾗﾍﾞﾙ分ﾌｨｰﾄﾞします。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【Download File to Printer】 

又は 
【ﾌｧｲﾙ】…【Download Label to Keyboard】  
指定のﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙをﾗﾍﾞﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(TSPL/TSPL2/TSKL)に変換して、ﾌﾟﾘﾝﾀ又はｷｰ
ﾎﾞｰﾄﾞﾒﾓﾘにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。複数のﾗﾍﾞﾙを 1度にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞでき、ﾌﾟﾘﾝﾀのｽﾀﾝﾄﾞ
ｱﾛｰﾝ稼動が可能になります。ﾌﾟﾘﾝﾀﾒﾓﾘへﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする場合は、別売の KP-200
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾒﾓﾘへﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする場合は、別売の KU-007PLUS ｷｰﾎﾞｰﾄﾞが
必要になります。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【ﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙのｲﾝﾎﾟｰﾄ】 
他のﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｿﾌﾄで作成されたﾌｧｲﾙをｲﾝﾎﾟｰﾄします。Code Soft や Label 
Matrix 等多くのﾌｧｲﾙ種別に対応していますが、全てのﾌｧｲﾙを 100% 再現でき
る訳ではありませんので、予めご了承ください。 
 
【ﾌｧｲﾙ】…【終了】 
LabelViewを終了します。 
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【編集】 
 

 
 
【編集】…【元に戻す】 
変更内容を元に戻します。 
 
【編集】…【ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ】 
選択されたｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開きます。 
 
【編集】…【ｺﾋﾟｰ】 
選択されたｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄをｺﾋﾟｰします。 
 
【編集】…【削除】 
選択されたｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを削除します。 
 
【編集】…【全て選択】 
ﾗﾍﾞﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ上に配置された全てのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択します。 
 
【編集】…【ﾗﾍﾞﾙ設定】 
ﾃﾞｻﾞｲﾝするﾗﾍﾞﾙの基本設定を行います。長さの単位は、ｲﾝﾁ又はﾐﾘで、何れを

使うかは｢ｵﾌﾟｼｮﾝ｣…｢環境設定｣で設定します。 
 

 

ﾗﾍﾞﾙ幅を設定します。 

ﾗﾍﾞﾙ高を設定します。 

ﾗﾍﾞﾙの左余白を設定します。 
横方向のﾗﾍﾞﾙ枚数を

設定します。 垂直方向のﾗﾍﾞﾙ間ｷﾞｬｯﾌﾟを設

定します。

印刷速度を設定します。単位

は、ｲﾝﾁ/秒です。

印刷濃度を設定します。値を大

きくする程、濃くなります。 
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 ﾗﾍﾞﾙの印刷方向(回転)を設定し
ます。 

 
 

 

 

ｾﾝｻｰﾀｲﾌﾟを設定します。 

ﾗﾍﾞﾙを印刷後、どれだけ

ﾌｨｰﾄﾞするかを設定しま

す。言い換えると、ここ

で設定した値分、ﾗﾍﾞﾙ印

刷時にﾊﾞｯｸﾌｨｰﾄﾞして印

刷を行います。 

印刷枚数の指定方法を設定し

ます。 
印刷時入力 
印刷時に枚数を指定 
固定 
印刷枚数の固定値を指定 

ｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ方法を設定します。 
ﾌﾟﾘﾝﾀ : 10進でﾌﾟﾘﾝﾀがｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ
ｿﾌﾄｳｪｱ: 10進でｿﾌﾄがｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ 
16進 : 16進でｿﾌﾄがｲﾝｸﾘﾒﾝﾄ 

ｵｰﾄｶｯﾀｰの設定を行います。 

このｵﾌﾟｼｮﾝは無効です。

ﾗﾍﾞﾙの説明を入力します。 

 
ｼﾞｮﾌﾞﾓﾃﾞｨﾌｧｲｱは通常業務では使用しませんので、ここでは割愛致します。 
 

 
 
【編集】…【ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄの並べ替え】 
印刷時に入力が必要なｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの入力順序を設定します。 
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【描画】 
 

 
 
【描画】…【ﾃｷｽﾄ】 

ﾗﾍﾞﾙにﾃｷｽﾄｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを追加します。画面左の  ｱｲｺﾝも同じ意味を待ちます。 
このﾒﾆｭｰを実行すると、下記のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが開きます。各項目に適切な値を設定

し、ﾃｷｽﾄｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを任意の位置に配置します。 
 

 
 
 
 
 
 

 

ﾌﾟﾘﾝﾀﾌｫﾝﾄの高さ及び幅

の倍率を設定します。

ﾄｩﾙｰﾀｲﾌﾟﾌｫﾝﾄが設定され

ている場合は、ﾌｫﾝﾄｻｲｽ

 

ﾞ

(ﾎﾟｲﾝﾄ)とｽﾀｲﾙをそれぞれ
設定します。 

ﾌｫﾝﾄを設定します。ﾄｩﾙｰﾀｲﾌﾟﾌｫﾝﾄ

を選択すると、右横にﾄｩﾙｰﾀｲﾌﾟﾌｫ

ﾝﾄ選択用のﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽが表示され

ますので、そこからお好みのﾌｫﾝﾄ

を選択します。 

文字の印字方向（回転）

を設定します。 

ﾃﾞｰﾀｿｰｽを設定します。 
固定:固定ﾃｷｽﾄﾃﾞｰﾀを設定 
印刷時入力:印刷時に値を入力 
ﾘﾝｸ:ﾗﾍﾞﾙ上のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄや組込関数とﾘﾝｸ 
日付ｽﾀﾝﾌﾟ:現在の日付 
時刻ｽﾀﾝﾌﾟ:現在の時刻 
 
印刷時入力を設定した場合は、桁数･ﾌﾟﾛﾝﾌﾟ

ﾄ･配置の 3項目が新たに追加されます。
 
日付及び時刻ｽﾀﾝﾌﾟを設定した場合は、

Source･書式の 2項目が追加されます。 

 
ﾃﾞｰﾀをｲﾝｸﾘﾒﾝﾄさせたい

場合は、ここに増分値を

設定します。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ名を設定します。

ﾃﾞｰﾀｿｰｽを「印刷時」に設定した

場合に、設定が必要となるﾌﾟﾛﾊﾟ

ﾃｨです。 
必須入力:必須入力項目 
桁数固定:決められた桁数以外は
無効 
印刷後ｸﾘｱ:印刷後、値をｸﾘｱ 
KP-200/KU-007PLUS ｷｰﾎﾞｰﾄﾞを
使用する際は、桁数固定及び印刷

後ｸﾘｱは機能しません。 

ｶｽﾀﾑ書式を指定します。例えば、123456を 12:34<56>
と印字したい場合は、**:**<**>とします。 

同一増分値で複数のﾗﾍﾞﾙ

を発行する必要がある場

合は、ここに枚数を入力

します。 

桁合せのｾﾞﾛを先頭に付

加するかを設定します。

付加する場合は、桁数を

19以内で設定します。

このｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを非表示に

します。 

白黒反転印刷を行うかを

設定します。 
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文字色を設定します。 

 
再度、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを編集したい場合は、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択してから｢編集｣…｢ﾌﾟﾛﾊﾟ
ﾃｨ｣を実行するか、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。 
 
 
【描画】…【段落】 

ﾗﾍﾞﾙに段落ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを追加します。画面左の  ｱｲｺﾝも同じ意味を待ちます。 
このﾒﾆｭｰを実行すると、下記のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが開きます。各項目に適切な値を設定

し、段落ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを任意の位置に配置します。 
 

 

 

 
 
 
 

ﾌｫﾝﾄを設定します。ﾄｩﾙｰﾀｲﾌﾟﾌｫ

ﾝﾄを選択すると、右横にﾄｩﾙｰﾀｲ

ﾌﾟﾌｫﾝﾄ選択用のﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽが表

示されますので、そこからお好

みのﾌｫﾝﾄを選択します。 

ﾌﾟﾘﾝﾀﾌｫﾝﾄの高さ及び幅

の倍率を設定します。

ﾄｩﾙｰﾀｲﾌﾟﾌｫﾝﾄが設定され

ている場合は、ﾌｫﾝﾄｻｲｽ

 

ﾞ

(ﾎﾟｲﾝﾄ)とｽﾀｲﾙをそれぞれ
設定します。 

文字の印字方向（回転）

を設定します。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ名を設定します。

文字色を設定します。

1 行の文字数･最大桁数･行間隔
を設定します。 

ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟするかを設定します。

文字の配置方法を設定します。

ﾃﾞｰﾀｿｰｽは常に固定となり、次

の段落ﾌｧｲﾙで既に存在するﾃｷｽ

ﾄﾌｧｲﾙを指定するか、右の｢ﾌｧｲﾙ

編集｣ﾎﾞﾀﾝで新規にﾌｧｲﾙを作成

します。 
ﾌｧｲﾙ位置は、｢ｵﾌﾟｼｮﾝ｣…｢ﾃﾞｨﾚｸ
ﾄﾘ｣で設定します。 
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【描画】…【ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ】 

ﾗﾍﾞﾙにﾊﾞｰｺｰﾄﾞｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを追加します。画面左の  ｱｲｺﾝも同じ意味を待ち
ます。このﾒﾆｭｰを実行すると、下記のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが開きます。各項目に適切な値

を設定し、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを任意の位置に配置します。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの印字方向（回転）

を設定します。 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの倍率（細ﾊﾞｰ基準）

を設定します。値が大きくな

るほど大きな安定したﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞになります。 

ﾃﾞｰﾀｿｰｽを設定します。 
固定:固定ﾃｷｽﾄﾃﾞｰﾀを設定 
印刷時入力:印刷時に値を入力 
ﾘﾝｸ:ﾗﾍﾞﾙ上のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄや組込関数とﾘﾝｸ 
日付ｽﾀﾝﾌﾟ:無効です 
時刻ｽﾀﾝﾌﾟ:無効です 
 
印刷時入力を設定した場合は、桁数･ﾌﾟﾛﾝ

ﾌﾟﾄ･配置の 3項目が新たに追加されます。目視文字を印字するかを設

定します。｢はい｣とした場

合、｢Customise Font｣をﾁｪｯｸ
することで任意のﾌｫﾝﾄを設

定することもできます。 

ﾃﾞｰﾀをｲﾝｸﾘﾒﾝﾄさせたい

場合は、ここに増分値を

設定します。 

同一増分値で複数のﾗﾍﾞﾙ

を発行する必要がある場

合は、ここに枚数を入力

します。 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ色を設定します。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ名を設定します。 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ化したい固定ﾃﾞｰﾀを

入力します。 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾀｲﾌﾟを設定します。

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの高さを設定します。 

ﾊﾞｰ幅比率(ﾚｼｵ)を設定します。 

 
【描画】…【2次元ｼﾝﾎﾞﾙ】 

ﾗﾍﾞﾙに 2 次元ｼﾝﾎﾞﾙｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを追加します。画面左の  ｱｲｺﾝも同じ意味を
待ちます。このﾒﾆｭｰを実行すると、下記のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが開きます。各項目に適切

な値を設定し、2次元ｼﾝﾎﾞﾙｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを任意の位置に配置します。 
 LabelView 7.03以降ではQRｺｰﾄﾞを含む

2次元ｼﾝﾎﾞﾙの生成に対応しています。
但し、2次元ｼﾝﾎﾞﾙ PC上でのｸﾞﾗﾌｨｯｸ生
成となり、KP-200/KU-007PLUS ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ
を利用したｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ環境での 2次元ｼﾝ
ﾎﾞﾙの任意ｺｰﾄﾞ生成には対応していませ

ん。ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ環境では固定ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｰﾀ

としてﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。 
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【描画】…【ﾋﾟｸﾁｬ】 

ﾗﾍﾞﾙにﾋﾟｸﾁｬｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを追加します。画面左の  ｱｲｺﾝも同じ意味を待ちま
す。このﾒﾆｭｰを実行すると、下記のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが開きます。各項目に適切な値を

設定し、ﾋﾟｸﾁｬｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを任意の位置に配置します。 
 

 

ﾋﾟｸﾁｬの印字方向（回転）を設

定します。 ﾋﾟｸﾁｬの伸縮方法を設定します。 

 

 

ﾃﾞｰﾀｿｰｽを設定します。 
固定:固定のﾋﾟｸﾁｬﾌｧｲﾙを設定 
印刷時入力:印刷時にﾌｧｲﾙ名を
入力 
日付ｽﾀﾝﾌﾟ:無効です 
時刻ｽﾀﾝﾌﾟ:無効です 
 
印刷時入力を設定した場合は、

ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ項目が新たに追加され

ます。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ名を設定します。

上下・左右反転を設定します。 

 
【描画】…【四角形】 

ﾗﾍﾞﾙに四角形ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを追加します。画面左の  ｱｲｺﾝも同じ意味を待ちま
す。このﾒﾆｭｰを実行すると、下記のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが開きます。線の太さと線色を設

定し、任意の位置に四角形を描画します。 
 
【描画】…【線】 

ﾗﾍﾞﾙに線ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを追加します。画面左の  ｱｲｺﾝも同じ意味を待ちます。 
 
【描画】…【ｼｬｲﾌﾟ】 
ﾗﾍﾞﾙに登録済みの絵やｻｲﾝなどを追加します。 
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【表示】 
 

 
 
【表示】…【ｽﾀｲﾙﾊﾞｰ】 
ｽﾀｲﾙﾊﾞｰの表示/非表示を切替えます。 
 

 
 
【表示】…【ﾄﾞﾛｰﾂｰﾙﾊﾞｰ】 
ﾄﾞﾛｰﾂｰﾙﾊﾞｰの表示/非表示を切替えます。 
 

 
 
【表示】…【ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾊﾞｰ】 
ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾊﾞｰの表示/非表示を切替えます。 
 

 
 
【表示】…【ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰ】 
ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰの表示/非表示を切替えます。 
 

 
 
【表示】…【拡大表示】 
【表示】…【縮小表示】 
ﾗﾍﾞﾙの拡大/縮小表示を行います。 
 
【表示】…【Align】 
選択したｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを配置します。 
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【表示】…【ﾗﾍﾞﾙの再描画】 
ﾗﾍﾞﾙを再描画します。 
 
【表示】…【ﾋﾟｸﾁｬの表示】 
ﾋﾟｸﾁｬの表示/非表示を切替えます。非表示に設定した場合は、ﾋﾟｸﾁｬ枠のみが
表示されます。 
 
【表示】…【段落の表示】 
段落の表示/非表示を切替えます。非表示に設定した場合は、段落枠のみが表
示されます。 
 
【表示】…【ﾗﾍﾞﾙｲﾒｰｼﾞの表示】 
このｵﾌﾟｼｮﾝは無効です。 
 
 
【ｵﾌﾟｼｮﾝ】 
 

 
 
【ｵﾌﾟｼｮﾝ】…【環境設定】 
LabelViewの環境設定を行います。 
 
 ﾗﾍﾞﾙ幅･ﾗﾍﾞﾙ高の初期値を設

定します。 常にｵﾌとします。 

ﾁｪｯｸをｵﾝにするとﾄｩﾙｰﾀｲﾌﾟ

ﾌｫﾝﾄをｸﾞﾗﾌｨｯｸ変換し、固定

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｰﾀとして扱いし

ます。 

会計年度開始日を設定しま

す。本ﾊﾞｰｼﾞｮﾝでは特別な意

味は持たないため、適当な日

付で OKです。 
常にｵﾌとします。 

常にｵﾝとします。 
<None>のままで OKです。 

ﾗﾍﾞﾙﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞの対象となる

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ型式とﾒﾓﾘﾀｲﾌﾟを設

定します。 
通常は、 
 On board Flash memory
 KP-200 
を選択します。 

ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸ幅と位置を設定し

ます。 
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｢ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞのﾌﾟﾘﾝﾄﾏﾈｰｼﾞｬ使用｣

を選択します。その他は、左記

の通りとしてください。 

 

 

初期状態のままで OKです。 

 

 

ｸﾞﾘｯﾄﾞの間隔を設定

します。また、ｸﾞﾘｯﾄﾞ

を表示する場合は、右

のﾁｪｯｸをｵﾝにします。

日本語(ｼﾌﾄ-JIS)となっている
ことを確認してください。 

定規(ﾙｰﾗ)の色を設定します。 

長さの単位を設定します。 

ｱｲｺﾝの大きさ及び立

体/ﾌﾗｯﾄ表示を設定し
ます。 

 
【ｵﾌﾟｼｮﾝ】…【ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ】 
LabelViewで扱う各種ﾌｧｲﾙのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ位置を設定します。 
 

 
 
【ｵﾌﾟｼｮﾝ】…【ｸﾞﾘｯﾄﾞの表示】 
ｸﾞﾘｯﾄﾞの表示/非表示を切替えます。 
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【ﾍﾙﾌﾟ】 
 

 
 
【ﾍﾙﾌﾟ】…【ﾍﾙﾌﾟ】 
ﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙ(英語)を開きます。 
 
【ﾍﾙﾌﾟ】…【ｼｽﾃﾑｽﾃｰﾀｽ】 
ｼｽﾃﾑｽﾃｰﾀｽを表示します。 
 

 
 
【ﾍﾙﾌﾟ】…【Diagnostics】 
診断結果を表示します。 
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【ﾍﾙﾌﾟ】…【ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報】 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報を表示します。 
 

 

 4.23 
 Copyright © 2002 



 
TTP-243 and TTP-342 Series 

4.2.4 ﾗﾍﾞﾙを作ってみよう 
 
【ﾊﾟｿｺﾝでﾗﾍﾞﾙを印刷】 
 
JAN ｺｰﾄﾞ(EAN ｺｰﾄﾞ)と会社名が入った簡単なﾗﾍﾞﾙを作って見ましょう。 
最初に｢編集｣…｢ﾗﾍﾞﾙ設定｣でﾗﾍﾞﾙｻｲｽﾞなどを設定します。ここでは、幅 59mm
×高 30mmのﾗﾍﾞﾙを使うことにします。 
 

 
 

 
 
続いて、｢描画｣…｢ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ｣を実行し、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを下記のように設定します。 
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ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨの設定が終われば、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを下記のように配置します。 
 

 
 
最後に会社名を追加してみましょう。｢描画｣…｢ﾃｷｽﾄ｣を実行し、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを下
記のように設定します。会社名はしっかりした字の方が良いので、WINDOWS
のMS ｺﾞｼｯｸﾌｫﾝﾄを太字で使いましょう。 
 

 

 4.25 
 Copyright © 2002 



 
TTP-243 and TTP-342 Series 

会社名を配置するとﾗﾍﾞﾙは下記のようになります。 
 

 
 
これでﾗﾍﾞﾙのﾃﾞｻﾞｲﾝは完了です。｢ﾌｧｲﾙ｣…｢名前を付けて保存｣を実行し、ﾗﾍﾞ
ﾙを保存してください。 
 
では、印刷してみましょう。 
｢ﾌｧｲﾙ｣…｢印刷｣を実行すると、ｸｲｯｸﾌﾟﾘﾝﾄが起動します。必要項目を入力して、
｢印刷ﾎﾞﾀﾝ｣をｸﾘｯｸすればﾗﾍﾞﾙが印刷されます。 
 

 

既存のﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙから印刷するﾗ

ﾍﾞﾙを選択することができます。

何も選択しない場合は、作業中

のﾗﾍﾞﾙが印刷対象となります。

JANｺｰﾄﾞとしてｴﾝｺｰﾄﾞしたい値
を入力します。 

印刷するﾌﾟﾘﾝﾀを選択します。

印刷する枚数を入力します。 

このﾎﾞﾀﾝで印刷を開始します。

 
思った通りにﾗﾍﾞﾙが印刷されれば成功です。 
次は会社のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟにつながるような、ｵﾘｼﾞﾅﾙﾗﾍﾞﾙをﾃﾞｻﾞｲﾝしてみましょう。 
 
 

 
LabelViewは CSV ﾃﾞｰﾀの取込やﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾘﾝｸ機能は装備していません。 
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【ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝでﾗﾍﾞﾙを印刷】 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞは別売の KP-200 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞを接続することで、ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ型ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌﾟ
ﾘﾝﾀとして利用できます。ここでは、その使い方を簡単に説明します。 
 

ﾌﾟﾘﾝﾀをﾊﾟｿｺﾝのﾌﾟﾘﾝﾀﾎﾟｰﾄに接続します。

KP-200ｷｰﾎﾞｰﾄﾞをﾌﾟﾘﾝﾀの
ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄに接続します。

KP-200ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの補助RS232Cﾎﾟｰﾄには
4800bps/8/Nのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞなどを接続
することができます。

 
 
先に作った JAN ｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙ(jan.lbl という名前で保存)をｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝで印刷するこ
とにしましょう。 
 
ﾌﾟﾘﾝﾀが接続されていることを確認してから｢ﾌｧｲﾙ｣…｢Download File to 
Printer｣を実行します。 
 

 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたﾌｧｲﾙを消去する 
① ﾎﾟｰｽﾞとﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押しながら電源
をｵﾝにするとﾌﾟﾘﾝﾀが初期化され、ﾌﾗｯｼｭ

ROM上の全ﾌｧｲﾙが消去されます。 
② KILL ｺﾏﾝﾄﾞをﾌﾟﾘﾝﾀに送信します。例え
ば、JANというﾌｧｲﾙを消去したい場合は、
 > COPY CON LPT1 
 KILL “JAN” 
 MOVE 
というｺﾏﾝﾄﾞを発行し、全ﾌｧｲﾙを消去した

い場合は、 
 > COPY CON LPT1 
 KILL”*” 
 MOVE 
というｺﾏﾝﾄﾞを発行します。 
上記の COPY ｺﾏﾝﾄﾞはｺﾝｿｰﾙ入力を LPT1
ﾎﾟｰﾄに出力します。 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするﾌｧｲﾙの規則 
① MS- DOSと同様に 8.3形式でなければ
いけません。 
② 英数字で構成されていなければいけま
せん。- や + 等の記号は使えません。 

 
jan.lbl を選択して、｢追加｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、右側ﾎﾞｯｸｽに jan.lbl が表示されるの
を確認します。続いて、｢ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ｣ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすれば、jan.lblが TTP ｼﾘｰｽﾞ専
用ﾌﾟﾘﾝﾀ言語 TSPLに変換され、ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝ用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとしてﾌﾟﾘﾝﾀのﾌﾗｯｼｭ ROM
に書き込まれます。 
 
しばらく TTP ｼﾘｰｽﾞの電源 LEDが緑色にﾌﾗｯｼﾝｸﾞします。これは、ﾌﾟﾘﾝﾀがﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑをﾌﾗｯｼｭ ROM に書き込み中であることを意味します。LED が通常の状態
に戻るまで待ってください。 
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これで準備完了です。 
KP-200 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの｢FORM｣ｷｰを押してください。ﾌﾟﾘﾝﾀのﾒﾓﾘ内にﾛｰﾄﾞされてい
るﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙがﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに表示されます。｢↑｣｢↓｣ｷｰでﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙ jan を選択し、
｢ENTER｣ｷｰを押します。 
 
ﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙ janが実行されると、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲの一行目に｢JAN>｣というﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが表
示されます。JAN ｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀをｷｰﾎﾞｰﾄﾞから入力し、｢ENTER｣ｷｰで確定します。 
続いて、｢Quantity:｣というﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが表示されますので、印字したい枚数(ﾃﾞｨﾌ
ｫﾙﾄは 1枚)を入力します。最後に｢ENTER｣ｷｰを押すとﾗﾍﾞﾙ印刷を開始します。 
 

JAN> 
  

 
 
 
 
 
 

Quantity: 
1 

 
 
 
 
後は、これの繰り返しです。 
｢EXIT｣ｷｰもう一度押すと、ﾌﾟﾘﾝﾀがﾘｾｯﾄされ、再度ﾗﾍﾞﾙﾌｧｲﾙの選択が可能にな
ります。 
 
 

 
｢Download File to Printer｣を使用した場合、｢桁数固定｣や｢Clear After Print｣等
の制限は無効になります。また、印刷枚数 (Quantity)の入力が必須です。 
但し、生成された TSPL ｺｰﾄﾞをﾕｰｻﾞｰ側で編集することで、より使いやすい印
刷ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに仕上げることも可能です。 
 

 
LabelViewによって生成される TSPL ｺｰﾄﾞは、WIN.INIに下記の 1行を付け加
えることで参照可能です。(WINDOWS98系) 
 

[Ports] 
c:¥windows¥ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ¥tsplprg.txt:=      ← この 1行を追加 
LPT1:= 
LPT2:= 
 

 
 

ﾌﾟﾘﾝﾀの接続先を上記のﾌｧｲﾙ名に変更して、｢Download File to Printer｣を実行す
れば、WINDOWSのﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ上に tsplprg.txtというﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙが生成されます。 
そのﾌｧｲﾙを編集することで、よりﾌﾚｷｼﾌﾞﾙで効率的なﾗﾍﾞﾙ印刷ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成す

ることが可能になります。 
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 A.1 

補足 A 仕様 
 

仕  様 
印字方式 ﾀﾞｲﾚｸﾄｻｰﾏﾙ(感熱式) 又は ｻｰﾏﾙﾄﾗﾝｽﾌｧｰ(熱転写式) 

印字速度 TTP-243 1.5, 2.0, 3.0 ｲﾝﾁ/秒 選択可能 
TTP-342 1.5, 2.0 ｲﾝﾁ/秒 選択可能 

解像度 TTP-243 203dpi (8 ﾄﾞｯﾄ/mm) 
TTP-342 300dpi (12 ﾄﾞｯﾄ/mm) 

ﾌｫﾝﾄｽﾀｲﾙ 英数字ﾌｫﾝﾄ 5 種類 高 0.059”(1.5mm) ~ 0.23”(6.0mm) 
水平･垂直方向に 8 倍迄拡大可能 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
ｺｰﾄﾞ 39, ｺｰﾄﾞ 93, UCC128, ｺｰﾄﾞ 128(ｻﾌﾞｾｯﾄ A,B,C),  
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ(NW7), ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25, JAN/EAN8, JAN/EAN13, UPC-A, 
UPC-E, EAN/UPC ｱﾄﾞｵﾝ 2/5, Postnet 

二次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ ﾏｷｼｺｰﾄﾞ, PDF-417, ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｸｽ 
ｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ PCX ﾌｫｰﾏｯﾄﾌｧｲﾙ (ﾓﾉ 黒/白) 

ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ LED 電源, ｵﾝﾗｲﾝ, ｴﾗｰ 
* LED の機能はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞにより再定義することが可能です。

ﾎﾞﾀﾝ 電源, ﾎﾟｰｽﾞ, ﾌｨｰﾄﾞ 
* ﾎﾞﾀﾝの機能はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞｺﾏﾝﾄﾞにより再定義することが可能です。

ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ﾌﾞｻﾞｰ, LED 

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

ｾﾝﾄﾛﾆｸｽｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 
RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ (太字・下線はﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値) 
     ﾎﾞｰﾚｰﾄ 2,400, 4800, 9600, 19200bps 
     ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7, 8 ﾋﾞｯﾄ 
     ﾊﾟﾘﾃｨ 無し, 偶数, 奇数 
     ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1, 2 ﾋﾞｯﾄ 
     受信ﾊﾞｯﾌｧ 60KB 
     ﾋﾟﾝ配列 3. RxD 5. GND 
 9. +5V(KP-200 電源供給専用) 

ｷｬﾗｸﾀｾｯﾄ ANSI ASCII ｷｬﾗｸﾀｾｯﾄ 
入力電圧 DC24V 専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(AC110-240V, 50-60Hz 入力)により供給 
保護回路 2A max. 
動作温度 5~+40 ºC 
保管温度 -10 ºC ~ +60 ºC 
湿度 10 ~ 95% RH 結露無きこと 
その他、周囲環境 通気性の良い場所 

外形寸法 15.6cm(H) × 23.2cm(W) × 28.8cm(D) 
外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞ使用時、45.6cm(D) 

重量 TTP-243 2.7kg, 2.9kg(外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞ使用時) 
TTP-342 2.4kg, 2.6kg(外付ﾗﾍﾞﾙ供給ｼﾞｸﾞ使用時) 

EMC 規格 FCC, CE, UL, CUL, TÜV-GS, CNS 準拠 
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補足 B ｵﾌﾟｼｮﾝ 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞには幾つかのｵﾌﾟｼｮﾝが用意されています。用途に合わせて、これら

のｵﾌﾟｼｮﾝを合わせてご使用ください。 
 

 日本語ﾌｫﾝﾄｶｰﾄﾘｯｼﾞ 
 ﾛｰﾀﾘｶｯﾀｰ 
 KP-200 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

 
 
補足 C 消耗品 
 
C.1 ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ 
 
TTP ｼﾘｰｽﾞは、感熱式ﾗﾍﾞﾙと熱転写式ﾗﾍﾞﾙの両方に対応しています。 
下記に TTP ｼﾘｰｽﾞが対応可能なﾒﾃﾞｨｱの仕様を示します。 
 

 ﾗﾍﾞﾙ ﾀｸﾞ 

幅 
最小 1” (25.4mm) 最小 1” (25.4mm) 

最大 4.49” (114mm) 最大 4.49” (114mm) 
重さ 240g/m2 

長さ(ﾋﾟｯﾁ) 0.4”(10mm)~90”(2,286mm) 0.4”(10mm)~90”(2,286mm)

高さ 
通常 12mm min. 

ﾋﾟｰﾙ機能 35mm min. 
ｶｯﾀｰ機能 15mm min. 

厚み 0.002”(0.05mm)~0.008”(0.20mm) 
ﾛｰﾙ直径 
(1” ｺｱ) 

内付 最大 4.3”(110mm) 
外付 最大 8.4”(214mm) 

ﾍﾟｰﾊﾟｰｺｱ Ø 25.7 ± 0.3mm 
 
(*) ｾﾝﾀｰﾎｰﾙ付ﾀｸﾞを印刷する際は、TTP ｼﾘｰｽﾞのｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝﾀｰをｾﾝﾀｰ検知ﾀｲﾌﾟ

に変更する必要があります。詳しくは弊社担当迄、ご相談ください。 
 
 
C.2 ﾘﾎﾞﾝ 
 
熱転写式ﾌﾟﾘﾝﾀとして TTP ｼﾘｰｽﾞをお使いの際は、専用の熱転写ﾘﾎﾞﾝが必要と

なります。以下のﾘﾎﾞﾝからﾗﾍﾞﾙ材質･ﾗﾍﾞﾙ幅に合った(ﾗﾍﾞﾙ幅より大きいもの)
ものをご利用ください。 
 

 R-WX060 60mm 幅ﾜｯｸｽﾘﾎﾞﾝ, 300m 巻, ﾄﾗﾝｽﾊﾟﾚﾝﾄｴﾝﾄﾞ 
 R-WX110 110mm 幅ﾜｯｸｽﾘﾎﾞﾝ, 300m 巻, ﾄﾗﾝｽﾊﾟﾚﾝﾄｴﾝﾄﾞ 
 R-WR060 60mm 幅ﾜｯｸｽ/ﾚｼﾞﾝﾘﾎﾞﾝ, 300m 巻, ﾄﾗﾝｽﾊﾟﾚﾝﾄｴﾝﾄﾞ 
 R-WR110 110mm 幅ﾜｯｸｽ/ﾚｼﾞﾝﾘﾎﾞﾝ, 300m 巻, ﾄﾗﾝｽﾊﾟﾚﾝﾄｴﾝﾄﾞ 
 R-RS060 60mm 幅ﾚｼﾞﾝﾘﾎﾞﾝ, 300m 巻, ﾄﾗﾝｽﾊﾟﾚﾝﾄｴﾝﾄﾞ 
 R-RS110 110mm 幅ﾚｼﾞﾝﾘﾎﾞﾝ, 300m 巻, ﾄﾗﾝｽﾊﾟﾚﾝﾄｴﾝﾄﾞ 
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販

売店へご返送ください。尚、修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出

張修理などは一切行いません。 
 

修理依頼書 

依頼日  

会社名  

部署名  

担当者  

メールアドレス  

電話番号  ＦＡＸ番号  

ご住所  

 

 

販売店名  ご購入日  

製品型番 (名称)  

製造番号 (S/N)  

付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 

トラブルの症状を詳しく記入してください。 

 

 

 

 

症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1 日に [    ]回程度 

インターフェイス ： □ RS232C □ ｾﾝﾄﾛﾆｸｽ □ ｲｰｻﾈｯﾄ 

  □ その他 [                    ] 

接続ホスト ： メーカー [                    ] 

  型番 [                    ] 

  OS  [                    ] 

その他、使用状況を記入ください。 

 

 

 

返送先  

 

 

見積・請求先  

 

 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセ

ルされた場合に限り、見積料として弊社所定の料金を

申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、

修理品に添付してご返送ください。 

ご確認印 

拡大コピーしてお使いください 
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